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どの具材、パン粉、油などです。もしたくさんの
コロッケを作ってブラックバスの供給が追いつか
なければどうするのか、と疑問視する声もありま
したが、沖島漁協組合長によれば、琵琶湖のブラッ
クバスをどんなに捕り続けてもいなくなることは
まずないので心配はない（うれしいようなうれし
くないような話ですが…）、とのこと。具材につ
いても、“ポテトコロッケよりクリームコロッケ
のほうが合うのでは？”という声も上がり、“ク
リームに豆乳やおからを使ってはどうだろう”と
いうアイデアもあるので今後の改良の中で検討し
ていく予定です。特に、おからは、大豆から豆乳
を搾った後のカスで、産業廃棄物として扱われて
おり、簡単に廃棄できず家畜のエサなどに利用さ
れているだけなので、利用価値は高いと考えてい
ます。
　まずは、沖島で捕れた新鮮なブラックバスをす
り身にして、沖島の婦人部“湖島婦貴（ことぶき）
の会”が、具材と混ぜて油で揚げる直前の状態で
冷凍保存します。これを本土の近江八幡市の観光
地で販売するのです。候補に挙がっているのは『近
江佃煮庵　遠

お く む ら

久邑』、『国民休暇村』、『逢
おう

味
み

庵
あん

』の
三店舗です。
　『近江佃煮庵　遠久邑』は沖島の漁師から直接
佃煮にする魚を仕入れていることもあり、沖島の
発展のために一緒に活動してくれることを期待し
ています。また、店舗の正面に“小幡町観光駐車
場”があり、観光バスを利用して当地を訪れる旅
行者は、先ずここに降り立つため、観光客へのア

ピール度が高いと思われます。
　『逢味庵』は駅から徒歩10分くらいに位置する
蕎麦屋です。近江八幡市を訪れる観光客は、ウォー
キングも兼ねて駅から旧市街地まで30分ほどかけ
て歩いていくことも多く、『逢味庵』はそのメイ
ンルートの途中に位置します。ここで出来たての
コロッケを買ってもらい、町歩きを楽しみながら
食べてもらうのには、とてもよい立地です。
　一方、『国民休暇村』は旧市街地ではなく、少
し離れた琵琶湖側にあり、利用客は、バスや自家
用車を利用するため、コロッケを食べながら町歩
きを楽しむ、というわけにはいきませんが、館内
のレストランには地元の名物である“赤こんにゃ
く”や近江牛を使った加工品などを販売しており、
ブラックバスを使った沖島のコロッケには興味を
示してくれるのではないかと思われます。また、
この『国民休暇村』から沖島行きのフェリーが出
る堀切港まで近いため、興味をもっていただいた
観光客の方々に、すぐに沖島へ足を延ばしてもら
える、という利点もあります。
　店舗販売以外では“イベント販売”も重要です。
近江八幡市には“左義長祭り”“八幡まつり”“て
んびん祭り”“八幡堀まつり”“農業祭”“あづち
信長祭り”といった祭りが数多くあるので、これ

逢味庵（おうみあん）近江佃煮庵　遠久邑（おくむら）



CIRAC 調査研究レポート

42

らの祭りで積極的にコロッケを販売していく予定
です。また、当センター主催の市民活動団体交流
イベント“つながり広場”にも出店してもらえれ
ば、と考えています。

⑤　さらなる沖島の進化を目指して
　前述のように沖島の大きな課題の１つとして人

口流出があります。若者が本土へと流れてしまう
のです。“漁業の衰退”に伴う雇用環境の悪化が
主因の一つですが、島が時代の流れから取り残さ
れ、若者にとって魅力ある島でなくなってしまっ
ていることも一因と考えられます。
　そこで、「沖島よそものコロッケ」が軌道に乗っ
た後、次のステップとして「外来魚（よそもの）
ハンバーガー」を沖島で販売できないだろうか、
と考えています。現在、沖島には古民家を利用し
て、かつての島の暮らしを展示した「おきしま資
料館」があります。ここに喫茶スペースを作り、
地元の学生をアルバイトとして「外来魚（よそも
の）ハンバーガー」を販売します。さらに、隣接
した『沖島コミュニティセンター』の職員に、沖
島の歴史や民話を語る“かたりべ”となってもら
い、観光客をひきつける、といった構想です。
　また、本プロジェクトが軌道に乗れば近江八幡
市内の小学校の給食メニューに追加することも可
能ではないでしょうか。ある調査によれば、ブラッ

国民休暇村

八幡堀まつり

つながり広場2010

おきしま資料館
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クバスは、鯛と比較して脂質が10分の１、カロリー
は半分以下で、消化吸収を助けるアミノ酸、タウ
リンが３倍含まれているとのこと。滋賀大医学部
附属病院では2008年に病院給食として提供したこ
ともあるのです。

⑥　私たちのねがい
　男性も女性も、年齢も関係なく漁業を営む沖島。
沖島の漁師は滋賀県に、いや日本に、世界に誇れ
ることがあります。それは、彼らが外来魚を捕る
からこそ、琵琶湖の環境が守られている、という
事実です。漁業が衰退している、といわれて久し
いですが、このまま衰退の一途をたどり、万が一
漁業がなくなってしまえば、琵琶湖は大変なこと
になります。今回の企画は、「この事実に気づい
てほしい」という気持ちからも、ぜひ成功させた
いと考えています。
　沖島の人たちは言います。「とにかく、できる
だけたくさんの人に沖島を知ってほしい。沖島に
きてほしい。そしてここの良さをわかってくれた
人に、できることなら定住してほしい。」と。沖
島を訪れたことがある人ならわかると思います
が、一見、“なんにもない島”です。しかし、じっ

くり島を知れば知るほど、他にはない貴重な資源、
忘れられた人づきあいがあります。この、世界に
１つだけの島を廃れさせてはいけない。無人島に
してはいけない。今、ここで私たちが知恵を絞り、
なんとかしなければいけない。沖島はそれほど価
値のある島なのです。だが、島民自身も自分たち
のいる場所の良さに気づかないのは、他のどの地
域の場合と同じだと思います。よそものである島
外の人間が一緒に関わることが内部の気づきにつ
ながるのではないでしょうか。島の人たちには、

“こんななんにもない島で何かやってもしょうが
ない”というあきらめに似た気持ちが見え隠れし
ています。ここで、新しい企画を始め成功させる
ことで、漁業だけでなく沖島に住んでいるという
ことを自慢するくらいになってもらえたらと思い
ます。

⑦　おわりに
　今回企画をしたNPO法人近江八幡市中間支援
センターは、市民活動団体支援の一環としてまち
づくり協議会支援を行っており、沖島地域の活性
化支援もこの中に含まれています。
　そのため、事務所に“沖島支援員”を配置し、
島民と密にコンタクトをとり、情報収集をしてい
ます。当初は中間支援センター職員の訪問にとま
どい気味だった島民も、足繁く島を訪問すること
で徐々に打ち解け、協力体制が築けるようになっ
てきました。
　また、当センターは市民活動団体のみならず、

島には車がないので自転車が並ぶ 沖島漁協活動風景
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企業との協働にも力をいれています。中間支援の
“中間”とは、「行政と住民、そして企業の三者を
つなぎ、地域をよりよいものにしていく」という
意味があります。今回、この“企業&NPO協働ア
イデアコンテスト”を知り、そのコンセプトに共
感して本提案を企画しました。世界でただ一つの
島「沖島」を一人でも多くの方に知っていただき、
何としてもこのアイデアを実現させたいと思って
います。そして我々中間支援センターの職員一同、
島の皆さんと一丸となって邁進していきたいと考
えています。

当センター事務所スタッフ（前列左が筆者）




